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【表紙写真について】
　タ イ ト ル 　  大償神社例大祭奉納神楽

　メッセージ　　  大迫町内川目の山の中腹に鎮座する大償神社がある。その例大祭において、ユネスコ無形

文化遺産である早池峰大償神楽が奉納された。地域内にある茅葺き屋根の「神楽の館」で

行われ、県内外から多数の観客が古民家で舞われる演目に酔いしれた。

９月定例会９月定例会　　提出された24議案を可決提出された24議案を可決

審議の様子はこちら

　

令
和
８
年
第
３
回
花
巻
市
議
会
定
例
会

は
９
月
９
日
開
会
、
10

月
５
日
ま
で
27

日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
９
月
14

日
、

15

日
、
16

日
に
は
一
般
質
問
に
15

人
が
登

壇
し
、
市
政
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　

９
月
18

日
に
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、

令
和
８
年
度
花
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
提
出
さ
れ
た
13

議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10

月
５
日
に
は
、
花
巻
球
場

選
手
控
室
等
改
修
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

や
、
財
産
（
児
童
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
・
指
導
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）
の
取
得

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
な

ど
４
議
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
28

日
か
ら
30

日
に
は
決
算

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
10

月
５
日
の
本

会
議
で
全
議
案
を
認
定
し
ま
し
た
（
審
査

内
容
は
11

～
14

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）
。

　

主
な
可
決
議
案
や
質
疑
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　 ⃝質問･･･具体的な例について伺う。

　答弁･･･ 在留カードとマイナンバーカードが一緒になった新しい特定在留カードというものができる。そ

のカードを、印鑑証明書等の交付申請時の本人確認書類として利用できるよう改正するもの。

⃝質問･･･在留カードを所持している人数を伺う。

　答弁･･･ 住民登録されている外国人住民は795人。そのうち、在留カードの所持者は778人である。

質　疑

可決
花巻市印鑑条例及び花巻市手数料条例の花巻市印鑑条例及び花巻市手数料条例の
一部を改正する条例一部を改正する条例

出入国管理及び難民認定法等の一部改正に伴い改正するもの。
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次
の
ペ
ー
ジ

議
案
審
議
、
一
般
質
問
と
答
弁

議案審議議案審議

　
⃝質問･･･ 事業の詳細を伺う。

　答弁･･･ 事業開設の準備経費として、専用スペースの整備（仕

切り等）や調理・食事提供に係る部分に使える補助金

を想定。運営費としては、安全・安心な居場所提供、生

活習慣支援、学習支援等、国の示す８つのメニューに

ついてできるだけ多く実施する前提。これから仕様書

等検討する。送迎に関しては、送迎が必要な場所への

開設となるかどうかも含め検討することとなると考

える。この事業は市が運営を委託する。

⃝質問･･･ 開設時期と立地場所を伺う。

　答弁･･･ 冬休み明けを目指して準備をしている。今後、この仕

様を行う事業所を選んで、運営する事業者がその場所

を決めていく。

可決 令和８年度花巻市一般会計補正予算（第４号）令和８年度花巻市一般会計補正予算（第４号）

10 億 7297 万７千円を追加し、補正後予算を 625 億 4026 万円とするもの。

※市議会が注目した主な補正予算は次のとおり。

質　疑

　 ⃝質問･･･ 有害鳥獣被害対策事業の電気柵の設置および放任果樹等の伐採に対する補助金が大きく追加に

なっているが現状を伺う。

　答弁･･･ 電気柵については前年よりもほぼ倍、放任果樹等の伐採についても１．５倍ほどの申請を受けて

いる。このことから市民の方々に意識が浸透してきたと思っている。

⃝質問･･･ 有害鳥獣対策アドバイザーの負担について、これまでと比べてどのようになっているのか。

　答弁･･･ アドバイザーは様々な有害鳥獣に対する対策の先頭に立ってやっていただいており、例えばツキ

ノワグマに関しては捕獲頭数も増え、休日に関係なく出動回数も増えており負担が大きくなって

いる。また、アドバイザーと一緒に動いていただく「支援員」も今年度から増員しているが、体制に

ついてはもう少し強化する必要がある。

質　疑

　◆児童育成支援拠点事業　834 万２千円

・・・ 家庭や学校に居場所のない児童等の居場所となる児童育成支援拠点の開設準備に対する支援および

運営費を計上するもの。

　◆有害獣対策事業補助金　2157 万３千円

・・・ 電気柵設置および放任果樹伐採などの有害獣対策に対する補助金の執行見込みにより増額するもの。
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議案審議議案審議

令和８年第２回臨時会

審議した議案 内　　　容 審議結果

矢沢地区義務教育学校校舎・屋内運動場等改築（建

築）工事の請負契約の締結に関し議決を求めるこ

とについて

　*契約金額：22億7480万円

　*完成期限：令和10年２月29日
可　決

矢沢地区義務教育学校校舎・屋内運動場等改築（電

気設備）工事の請負契約の締結に関し議決を求め

ることについて

　*契約金額：６億7210万円

　*完成期限：令和10年２月29日
可　決

矢沢地区義務教育学校校舎・屋内運動場等改築（機

械設備）工事の請負契約の締結に関し議決を求め

ることについて

　*契約金額：４億150万円

　*完成期限：令和10年２月29日
可　決

矢沢地区義務教育学校屋外環境整備（グラウンド）

工事の請負契約の締結に関し議決を求めることに

ついて

　*契約金額：４億1624万円

　*完成期限：令和９年10月６日
可　決

花南産業団地Ｃ工区調整池工事の請負契約の締結

に関し議決を求めることについて

　*契約金額：１億8192万９千円

　*完成期限：令和９年３月17日
可　決

令和８年度花巻市一般会計補正予算（第３号）

　物価高騰への対応等に係る歳入歳出予算の補正等

　＊補正額：１億1348万５千円増額

　＊補正後予算額：614億6728万３千円

可　決

令和８年第２回臨時会は８月７日に開かれました。この臨時会では下記の議案について審議し、

原案のとおり可決しました。

　⃝質問･･･ 空調設備更新工事に伴い、なはんプラザが使用できなくなる期間や、利用制限はあるのか。

　答弁･･･ 令和９年２月から６月までを休館期間として工事を行う予定。例年１月に行われる20歳のつどいに

伴う着付けなどで全館が使用されることを考慮し、その終了後から休館する。

⃝質問･･･ 休館期間について、市民にはどのように周知するのか。

　答弁･･･ ７月の市長定例記者会見で既に説明しているが、今後においても請負契約の議決後、市ホームページ

や広報はなまき等で周知する予定である。

質　疑

可決
花巻市定住交流センター（なはんプラザ）花巻市定住交流センター（なはんプラザ）
空調設備更新工事空調設備更新工事

平成４年の建築時から使用し、耐用年数を経過した「なはんプラザ」の空調設備を更新するもの。契約方法は指

名競争入札で、６者を指名。令和８年７月 28 日に開札し、最低入札者の市内事業者と７月 31 日に仮契約を締

結した。工期は令和８年度から令和９年度までで、完成期限は令和９年７月 15 日である。

　◆契約金額　１億 7050 万円
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

　９月定例会では、 15 人の議員が登壇し、

　下記の内容について一般質問を行いました。

令和８年第３回花巻市議会定例会　一般質問一覧（登壇順）令和８年第３回花巻市議会定例会　一般質問一覧（登壇順）

高橋　　修　議員

（明　和　会）

一括質問

一括答弁

　①岩手県化製油脂協同組合に係る悪臭問題について

　②地域農業経営基盤強化促進計画について

　③周産期医療・子育て支援の充実について

小森田郁也　議員

（緑　の　風）

一括質問

一括答弁

　①若者・子育て世代の住まいへの支援について

　②公民連携による地域課題解決の仕組みの構築について

内舘　　桂　議員

（はなまき市民クラブ）

一括質問

一括答弁

　①高齢者福祉について

　②障がい者福祉について

　③ホテルフォルクローロ花巻東和の営業終了について

及川　恒雄　議員

（明　和　会）

一括質問

一括答弁

　①選挙の投票率について

　②災害対策について

　③晴山医院閉院について

似内　一弘　議員

（緑　の　風）
一問一答

　①市長公約の実現に向けた取組について

　②新興製作所跡地について

　③花巻まつりにおける山車運行について

本舘　憲一　議員

（はなまき市民クラブ）

一括質問

一括答弁
　①新興製作所跡地の問題への対応について

藤根　　清　議員

（明　和　会）

一括質問

一括答弁

　①農業振興について

　②県営体育館の誘致について

　③物価高騰対策について

三上　昌也　議員

（緑　の　風）

一括質問

一括答弁

　①コミュニティ会議について

　②生成ＡＩの活用及びリスク管理について

羽山るみ子　議員

（はなまき市民クラブ）

一括質問

一括答弁

　①花巻駅周辺地区都市再生整備計画について

　②本市の地域資源を生かしたまちづくりについて

葛巻　　徹　議員

（緑　の　風）

一括質問

一括答弁
　①災害対応・被災者支援について

小笠原悠太　議員

（会派に所属しない）

一括質問

一括答弁

　①農業問題について

　②県立大迫高等学校について

　③花南産業団地について

佐々木精市　議員

（会派に所属しない）

一括質問

一括答弁

　①英語学力について

　②小中学生のネット利用について

　③投票率向上について

髙橋　綱記　議員

（会派に所属しない）

一括質問

一括答弁

　①気候危機打開のための取組について

　②農業再生・担い手育成について

　③給食費無償化について

菅原ゆかり　議員

（会派に所属しない）

一括質問

一括答弁

　①男性への子宮頸がん予防ワクチン接種について

　②ヘアドネーションについて

櫻井　　肇　議員

（会派に所属しない）

一括質問

一括答弁

　①情報公開の在り方について

　②国民健康保険税について

　③農業経営支援について

一般質問一般質問

◆
一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
市
政
全
般
の
こ
と

に
関
し
て
、
市
長
な
ど
の
執
行

機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、
報
告
、

説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　

年
４
回
の
定
例
会
の
み
で
、

臨
時
会
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
質
問
時
間
は
60

分

　

花
巻
市
議
会
で
は
、
答
弁
を

含
み
制
限
時
間
60

分
以
内
で
質

問
を
行
い
ま
す
。

◆
事
前
通
告

　

質
問
す
る
議
員
に
は
、
前

も
っ
て
質
問
内
容
を
記
し
た
発

言
通
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

　

通
告
と
す
る
の
は
、
発
言
の

順
序
や
発
言
時
間
を
整
理
し
、

議
員
に
発
言
の
機
会
を
平
等
に

与
え
る
こ
と
を
保
障
す
る
と
と

も
に
、
議
事
の
能
率
的
運
用
を

促
進
す
る
た
め
で
す
。
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一般質問一般質問

　

全
て
の
課
題
解
決
を
行

政
の
み
で
担
い
続
け
る
こ

と
は
困
難
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
は
具
体
的
な
提

案
は
各
担
当
課
が
、
部
局

横
断
的
な
も
の
は
秘
書
政

策
課
が
調
整
し
て
い
る

が
、
窓
口
の
分
か
り
に
く

さ
が
機
会
損
失
に
つ
な
が

る
懸
念
は
あ
る
。
窓
口
機

能
の
一
元
化
は
実
効
性
が

あ
る
と
考
え
、
他
自
治
体

の
事
例
を
調
査
研
究
す

る
。
課
題
を
示
し
解
決
策

を
募
る
手
法
も
有
効
と
考

え
る
。

　

企
業
や
大
学
の
技
術
を

地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な

ぐ
た
め
、
提
案
を
受
け
付

け
る
窓
口
と
、
市
が
課
題

を
示
し
解
決
策
を
募
る
仕

組
み
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

　

住
居
費
の
負
担
が
若

者
・
子
育
て
世
代
の
世
帯

形
成
の
制
約
に
な
っ
て
い

な
い
か
。
庁
内
横
断
で
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

住
宅
支
援
を
行
う
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

　
就
職
間
も
な
い
若
年
層

や
子
育
て
世
代
の
住
居
費

負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
た

だ
し
若
年
層
に
特
化
し
た

実
態
デ
ー
タ
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。
就
職
・
結

婚
・
子
育
て
の
各
段
階
で

家
賃
補
助
や
住
宅
取
得
奨

励
金
等
の
支
援
を
行
い
、

令
和
７
年
度
の
実
績
は
合

わ
せ
て
１
８
５
件
。
今
後

も
関
係
部
署
の
連
携
を
充

実
さ
せ
、
ど
の
程
度
の
支

援
が
効
果
的
か
を
検
討
し

　

中
山
間
地
域
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
、
地
域
の
話

し
合
い
の
も
と
、
非
農
地

証
明
を
発
行
し
管
理
水
田

と
改
良
区
の
賦
課
金
免
除

を
周
知
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
令
和
７
年
度
に
お
け
る

証
明
書
発
行
件
数
は
72

件

で
あ
り
、
認
知
度
と
し
て

特
段
問
題
な
い
と
考
え
る

が
、
地
域
で
の
話
し
合
い

の
中
で
農
地
と
し
て
の
維

持
が
難
し
い
と
こ
ろ
は
、

所
有
者
と
地
域
の
意
向
を

踏
ま
え
、
慎
重
に
判
断
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

県
は
令
和
10

年
度
ま
で

に
豚
と
鶏
の
産
出
額
を
増

や
す
計
画
を
発
表
。
化
製

場
へ
の
搬
入
量
も
増
え
る

と
見
込
ま
れ
る
が
対
応
策

を
伺
う
。

　

市
民
が
50

年
以
上
に
わ

た
り
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
県

が
悪
臭
問
題
を
解
決
し
な

い
ま
ま
畜
産
振
興
を
進
め

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と

考
え
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
機
会
を
捉
え
、
引
き
続

き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

■ 

若
者
・
子
育
て
世
代
の

　

住
ま
い
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

■ 

非
農
地
証
明
書
の
交
付

手
順
の
周
知
に
つ
い
て

■ 

悪
臭
問
題
に
つ
い
て

■  

公
民
連
携
に
よ
る
地
域
課
題

解
決
の
仕
組
み
の
構
築
に

　

 

つ
い
て

高
たかはし

橋　修
おさむ

　議員

小
こ も り た

森田郁
ふ み や

也　議員

内
うちだて

舘　桂
かつら

　議員

　

平
成
30

年
度
か
ら
実
施

す
る
奨
学
金
返
還
補
助
金

利
用
実
績
は
１
名
。
ま
た

令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
家
賃
補
助
金
は
令

和
５
年
度
２
名
、
令
和
６

年
度
は
１
名
で
あ
る
。
市

内
の
介
護
事
業
を
運
営
す

る
69

法
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
39
・
１
％
が
職
員

不
足
を
訴
え
て
い
る
。
さ

ら
な
る
対
策
に
向
け
全
国

の
例
も
参
考
に
し
な
が
ら

効
果
的
な
施
策
の
実
施
を

検
討
す
る
。

　

本
市
で
は
介
護
人
材
確

保
に
奨
学
金
返
還
補
助
や

家
賃
補
助
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
成
果
お
よ
び
第

10

期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
の
介
護
人
材
確
保
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

　

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
利
用

者
や
家
族
は
慣
れ
親
し
ん

だ
地
域
へ
の
整
備
を
望

む
。
併
せ
て
就
労
支
援
拡

充
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

指
定
認
可
は
県
の
所
掌

で
あ
る
が
、
事
業
者
か
ら

整
備
の
相
談
が
あ
れ
ば
市

は
情
報
提
供
を
行
う
。
施

設
は
市
内
の
み
な
ら
ず
市

外
も
利
用
で
き
る
の
で
、

相
談
支
援
専
門
員
と
相
談

い
た
だ
き
た
い
。
就
労
に

つ
い
て
は
農
業
法
人
の
仕

事
等
、
施
設
外
就
労
を
行

う
場
合
も
あ
り
、
施
設
外

就
労
を
試
み
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
一
般
法

人
と
連
携
し
、
機
会
を
つ

く
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

Ａ　 Ｑ　

Ｑ　Ａ　

■ 

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

■ 

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

て
い
く
。
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

一般質問一般質問

及
おいかわ

川　恒
つ ね お

雄　議員

　

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
実
施
や
機
材
の

貸
し
出
し
を
通
じ
て
児

童
・
生
徒
が
選
挙
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
高
校
へ
は
啓
発
冊

子
の
配
布
や
制
度
の
仕
組

み
な
ど
を
解
説
し
、
自
ら

総
合
的
に
判
断
し
て
候
補

者
を
選
択
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
、
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
よ
る
周
知

も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

投
票
率
の
向
上
に
努
め
て

い
く
。

　

若
者
の
投
票
率
向
上
に

向
け
て
の
現
在
の
取
り
組

み
と
今
後
の
投
票
率
向
上

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

閉
院
後
の
医
療
体
制
へ

の
影
響
と
利
用
者
が
次
の

医
療
機
関
に
通
院
す
る
た

め
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

伺
う
。

　

内
科
検
診
、
休
日
当
番

医
、
予
防
接
種
、
東
和
地
域

の
学
校
医
等
を
引
き
受
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

閉
院
後
に
つ
い
て
は
、

休
日
当
番
医
、
予
防
接
種

は
他
の
医
療
機
関
の
協
力

を
得
て
最
小
限
の
影
響
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。

　

自
家
用
車
を
利
用
し
な

い
方
の
交
通
手
段
に
つ
い

て
は
予
約
乗
合
バ
ス
や
公

共
交
通
機
関
、
該
当
す
る

方
は
通
院
時
交
通
費
助
成

券
が
利
用
可
能
。

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

■ 

晴
山
医
院
閉
院
に
つ
い
て

　

が
れ
き
類
の
撤
去
の
見

通
し
が
つ
く
と
し
て
、
今

か
ら
跡
地
の
利
活
用
を
模

索
し
て
、
土
地
の
取
得
に

向
け
て
動
き
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
所
見
を
伺
う
。

　

が
れ
き
類
の
撤
去
に
向

け
て
県
は
現
在
、
処
理
責

任
者
に
対
し
指
導
を
し
て

い
る
。
市
は
県
に
対
し
て

そ
れ
を
強
く
お
願
い
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
市
民

と
し
て
跡
地
を
ど
の
よ
う

に
使
っ
て
い
く
か
と
い
う

議
論
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
良
い
。
跡
地
が
早
く
綺

麗
に
な
り
、
市
民
に
と
っ

て
有
効
に
活
用
が
図
ら
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
に
な
る
よ
う
環
境

を
整
え
て
い
く
。

　

残
置
解
体
物
が
れ
き
類

は
景
観
上
も
好
ま
し
く
な

い
。
早
急
な
処
分
が
望
ま

れ
る
。
県
の
解
体
工
事
受

注
者
に
対
す
る
処
理
指
導

の
状
況
と
改
善
の
見
通
し

を
伺
う
。

　

残
置
さ
れ
て
い
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
殻
な
ど
の
が
れ

き
類
に
つ
い
て
県
は
、
令

和
５
年
５
月
に
産
業
廃
棄

物
と
認
定
し
た
。
令
和
６

年
１
月
に
処
理
責
任
者
で

あ
る
解
体
工
事
受
注
者
に

対
し
て
文
書
指
導
が
開
始

さ
れ
た
。
県
か
ら
は
複
数

回
の
指
導
が
繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、
早
急
に
具
体
的

内
容
の
計
画
書
を
提
出
し

た
上
で
、
が
れ
き
類
を
速

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

■ 

跡
地
取
得
に
向
け
て
の

考
え
に
つ
い
て

■ 

県
の
新
興
製
作
所
跡
地
に
お

け
る
残
置
が
れ
き
類
の
処
理

指
導
に
つ
い
て

■ 

選
挙
の
投
票
率
に
つ
い
て

似
にたない

内　一
かずひろ

弘　議員

　

新
興
製
作
所
跡
地
の
安

全
性
、
県
に
よ
る
行
政
代

執
行
の
可
能
性
、
将
来
的

な
活
用
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
う
。

　
跡
地
の
擁
壁
は
総
合
判

定
で
不
適
合
と
さ
れ
た
区

間
が
あ
る
も
の
の
、
全
て

の
擁
壁
で
全
体
の
安
全
性

は
基
準
に
適
合
し
、
直
ち

に
周
辺
へ
影
響
す
る
状
況

で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
行
政
代
執
行
の
可
能

性
は
現
時
点
で
答
え
ら
れ

な
い
。

　

将
来
の
活
用
は
現
在
検

討
し
て
い
な
い
が
、
今
後

の
県
の
動
き
や
危
険
度
調

査
の
結
果
等
を
見
極
め
、

今
後
の
方
向
性
を
適
切
に

　

花
巻
ま
つ
り
の
山
車
運

行
に
お
け
る
担
い
手
不
足

や
、
山
車
製
作
・
待
機
場
所

の
確
保
な
ど
の
課
題
へ
の

対
応
を
伺
う
。

　
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

は
、
学
校
を
通
じ
た
募
集

や
「
広
報
は
な
ま
き
」
に
よ

る
参
加
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
参
加
希
望

者
を
各
山
車
団
体
に
つ

な
い
で
い
る
。
山
車
製
作

で
は
、
資
材
や
山
車
小
屋

の
設
営
費
、
製
作
・
待
機
場

所
の
確
保
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
未
利
用
の

市
有
地
を
一
時
利
用
で
き

る
可
能
性
も
含
め
、
必
要

な
支
援
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

■ 

新
興
製
作
所
跡
地
に

つ
い
て

■ 

花
巻
ま
つ
り
に
お
け
る

　

山
車
運
行
に
つ
い
て

本
もとだて

舘　憲
けんいち

一　議員

判
断
す
る
。

や
か
に
処
理
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
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一般質問一般質問

　

今
後
拡
大
す
る
生
成
Ａ

Ｉ
利
用
に
対
応
す
る
た

め
、
専
門
人
材
の
育
成
・
配

置
や
外
部
専
門
人
材
の
活

用
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
体

制
が
必
要
と
考
え
る
か
。

　
Ａ
Ｉ
は
専
門
性
が
高

く
、
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の

進
展
も
極
め
て
速
い
分
野

で
あ
る
。
今
後
の
Ａ
Ｉ
利

活
用
の
拡
大
を
見
据
え
、

外
部
専
門
人
材
の
確
保
や

市
職
員
の
育
成
な
ど
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
10

年
度
ま
で
の

３
年
間
で
、
計
90

人
の
Ｄ

Ｘ
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

県
営
体
育
館
や
ス
ポ
ー

ツ
医
・
科
学
セ
ン
タ
ー
の

建
設
誘
致
に
つ
い
て
県
に

対
し
情
報
提
供
や
意
見
交

換
を
行
う
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

　

本
市
に
は
全
国
大
会
規

模
の
開
催
が
可
能
な
総
合

体
育
館
が
既
に
整
備
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
新
設
の
建

設
費
の
み
な
ら
ず
長
期
に

わ
た
る
維
持
管
理
費
等
の

継
続
的
な
負
担
な
ど
に
つ

い
て
財
源
面
の
見
通
し
が

明
確
で
な
い
限
り
引
き

受
け
は
難
し
い
。
そ
の
中

で
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
本
市

へ
の
誘
致
に
対
し
検
討
し

て
お
り
、
県
に
対
し
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
関

係
機
関
と
の
意
見
交
換
も

行
っ
て
い
く
。

　

農
地
集
積
お
よ
び
集
約

の
実
績
把
握
な
ら
び
に
そ

の
具
体
的
な
効
果
・
検
証

に
つ
い
て
伺
う
。

　

農
業
の
生
産
性
を
高
め

競
争
力
を
強
化
し
て
い
く

た
め
に
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
は
必
要
で
あ
る
。
今
後

は
農
地
集
約
を
重
点
的
に

進
め
、
集
積
や
集
約
に
よ

る
効
果
を
定
量
的
に
把
握

し
、
様
々
な
研
究
機
関
に

よ
る
調
査
結
果
の
分
析
な

ど
の
公
表
さ
れ
る
情
報
を

収
集
し
、
活
用
し
て
い
く
。

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

■ 

県
営
体
育
館
の
誘
致
に

つ
い
て

■ 

農
業
振
興
に
つ
い
て

■ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
に

つ
い
て

藤
ふ じ ね

根　清
きよし

　議員

三
み か み

上　昌
ま さ や

也　議員

羽
は や ま

山るみ子
こ

　議員

　
物
価
高
騰
が
事
業
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、

重
大
に
受
け
止
め
て
い

る
が
、
事
業
の
必
要
性
自

体
は
変
わ
ら
な
い
た
め
、

利
用
可
能
な
財
源
を
充
当

し
、
事
業
を
完
成
さ
せ
る
。

図
書
館
に
関
し
て
は
、
基

本
設
計
の
結
果
に
基
づ
い

て
金
額
に
見
合
う
か
、
床

面
積
や
蔵
書
数
の
見
直
し

は
行
う
。

　

駅
周
辺
開
発
に
伴
う
国

の
補
助
金
が
、
要
望
額
を

大
幅
に
下
回
る
内
示
額
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
物
価
高

騰
や
資
材
不
足
も
収
ま
る

気
配
は
な
く
、
事
業
費
は

大
幅
増
の
懸
念
も
あ
る

が
、
今
後
の
対
応
策
を
伺

う
。

　

花
巻
地
区
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
お
け
る
本
年

度
の
取
り
組
み
お
よ
び
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
伺

う
。

　

令
和
９
年
度
実
施
予
定

の
イ
ベ
ン
ト
等
の
社
会
実

験
に
つ
い
て
具
体
的
施
策

を
検
討
し
て
い
く
。
ハ
ー

ド
整
備
と
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
海
岸
付
近
の
公
衆
ト

イ
レ
の
改
修
、
朝
日
橋
付

近
の
河
川
敷
へ
予
定
し
て

い
る
駐
車
場
施
設
設
計
を

実
施
。
今
後
は
、
令
和
12

年

度
ま
で
に
予
定
し
て
い
る

ハ
ー
ド
整
備
を
実
施
し
な

が
ら
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
使
っ
た
ソ
フ
ト
施
策
を

順
次
展
開
す
る
。

Ａ　 Ｑ　

Ｑ　Ａ　

■ 

花
巻
駅
周
辺
地
区
都
市
再
生

整
備
計
画
に
つ
い
て

■ 

地
域
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

役
員
数
を
延
べ
人
数
で

把
握
す
る
だ
け
で
は
兼
務

や
役
割
の
集
中
が
見
え
な

い
。
実
人
数
な
ど
、
担
い
手

の
実
態
を
把
握
す
る
調
査

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
詳
し
い
デ
ー
タ
を
把

握
す
る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
議
の
方
々
か
ら
伺

う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
こ

と
自
体
が
地
域
の
負
担
に

な
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
慎

重
に
考
え
て
い
る
。
一
方
、

指
摘
も
確
か
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
調
査
を
行
う
頻
度

や
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
検
討
を
し
て
い
く
。

■ 

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
お
よ
び

リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁
、
決
算
特
別
委
員
会

　

大
迫
地
区
の
子
ど
も
の

教
育
の
機
会
を
保
障
し
て

い
く
た
め
に
重
要
な
教
育

機
関
で
あ
る
、
大
迫
高
校

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
小
規
模
な
ら
で
は
の
特

色
あ
る
教
育
活
動
に
よ
る

魅
力
化
を
図
り
、
地
理
的

に
ほ
か
の
地
域
へ
通
学
が

困
難
で
あ
る
生
徒
が
い
る

こ
と
、
県
外
か
ら
の
入
学

応
募
者
が
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
社
会
的
自
立
を
目
指

し
て
進
学
を
求
め
る
通
学

区
域
内
外
の
生
徒
が
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
で

の
教
育
の
機
会
均
等
を
確

保
し
、
地
域
の
活
性
化
を

推
進
す
る
観
点
か
ら
、
大

迫
高
校
の
存
続
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　
立
枯
病
が
要
因
と
思
わ

れ
る
欠
株
が
一
部
の
圃
場

で
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
の
生
育
は
概

ね
順
調
で
あ
る
。
ま
た
、
収

量
に
つ
い
て
は
、
一
般
的

に
欠
株
周
辺
の
株
で
穂
の

数
が
増
え
る
「
補
償
効
果
」

が
働
く
こ
と
か
ら
、
市
と

し
て
は
、
現
時
点
で
大
幅

な
減
収
に
は
な
り
に
く
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

一般質問一般質問
　

近
年
、
自
然
災
害
が
甚

大
化
・
頻
発
化
し
て
い
る

が
、
花
巻
に
お
け
る
近
年

の
豪
雨
災
害
発
生
状
況

と
、
発
生
想
定
を
伺
う
。
も

し
被
災
し
て
し
ま
っ
た
場

合
の
避
難
所
や
、
支
援
物

資
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
等
の
被
災
者
支
援
の
体

制
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て

伺
う
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
の
豪

雨
の
状
況
な
ど
か
ら
、
災

害
時
に
命
を
守
る
為
の
、

浸
水
想
定
区
域
や
、
避
難

場
所
等
の
情
報
を
一
枚

に
ま
と
め
た
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
今
年

　

本
年
春
に
発
生
し
た
立

枯
病
に
よ
り
、
田
植
え
時

期
が
遅
れ
た
圃
場
の
生

育
、
収
量
等
へ
の
影
響
が

あ
る
の
か
伺
う
。

Ｑ　Ａ　

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

■ 

災
害
対
応
・
被
災
者

　

支
援
に
つ
い
て

■ 

県
立
大
迫
高
等
学
校
に

つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
中
学
生

の
英
語
学
力
の
現
状
と
英

語
学
力
向
上
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　

Ⅰ
Ｒ
Ｔ
ス
コ
ア
方
式

（
※
）
で
実
施
さ
れ
た
令
和

８
年
度
の
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
本
市
の
中
学
３
年

生
の
ス
コ
ア
は
４
５
２
で

全
国
が
５
０
２
、
県
が
４

６
５
だ
っ
た
。
こ
の
数
値

を
全
国
・
県
平
均
を
１
０

０
と
し
て
換
算
す
れ
ば
、

全
国
比
90

、
県
比
97

と
、
令

和
５
年
度
と
比
較
し
て
、

全
国
と
の
差
は
ま
だ
あ
る

も
の
の
、
一
定
の
向
上
が

み
ら
れ
る
。

　

今
後
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
※
）を

　

本
市
の
現
状
と
、
問
題

意
識
、
そ
れ
に
対
す
る
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

様
々
な
調
査
の
結
果
、

平
日
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

利
用
時
間
が
３
時
間
以
上

と
答
え
た
割
合
が
毎
年
増

加
傾
向
に
あ
り
、
中
学
生

の
デ
ジ
タ
ル
機
器
使
用
に

よ
る
問
題
行
動
が
令
和
６

年
度
10

件
、
令
和
７
年
度

15

件
発
生
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
に
対
す
る
適

切
な
指
導
の
充
実
の
ほ
か

保
護
者
の
自
律
性
を
高
め

る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

今
後
、
花
巻
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
と
連
携
し
、
具
体
的

な
方
策
を
講
じ
て
い
く
。

Ｑ　

Ｑ　

Ａ　

Ａ　

■ 

英
語
教
育
に
つ
い
て

■ 

小
中
学
生
の
ネ
ッ
ト
使
用

に
つ
い
て

葛
くずまき

巻　徹
とおる

　議員

小
おがさわら

笠原悠
ゆ う た

太　議員

佐
さ さ き

々木精
せいいち

市　議員

■ 

農
業
問
題
に
つ
い
て

４
月
に
全
世
帯
に
配
布
し

て
い
る
。
毎
年
実
施
し
て

い
る
防
災
訓
練
を
今
年
６

月
に
も
地
域
住
民
と
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
の
関
係

機
関
と
、
大
雨
に
よ
る
河

川
の
増
水
や
土
砂
災
害
発

生
を
想
定
し
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
、
災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め

と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応

に
つ
い
て
も
研
修
等
を
行

い
、
顔
が
見
え
る
関
係
づ

く
り
も
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
物
資

備
蓄
指
針
を
整
備
し
、
災

害
時
に
お
け
る
市
の
対
応

の
準
備
も
行
っ
て
い
る
。

活
用
す
る
な
ど
、
児
童
生

徒
の
英
語
学
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
く
。

※IRT：児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定制度）によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論。

※ALT（外国語指導助手）：外国語の授業で、担任や英語担当の先生を補助する外国籍の先生。
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一般質問一般質問

　
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

寄
付
者
が
自
ら
の
意
思
で

髪
の
毛
を
提
供
す
る
社
会

貢
献
活
動
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
髪
を
切
っ
た

方
に
対
す
る
カ
ッ
ト
代
の

助
成
は
行
っ
て
い
な
い
。

国
や
県
、
他
の
自
治
体
の

対
応
方
針
や
、
民
間
団
体

の
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

係
る
活
動
状
況
に
つ
い
て

今
後
と
も
注
視
し
て
い

く
。

　

が
ん
対
策
と
し
て
ヘ
ア

ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て

市
民
の
善
意
を
後
押
し

し
、
包
括
的
な
福
祉
政
策

の
観
点
か
ら
、
カ
ッ
ト
代

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

伺
う
。

　

昨
年
８
月
に
は
女
性
と

同
じ
９
価
ワ
ク
チ
ン
も
適

用
拡
大
さ
れ
、
尖せ

ん
け
い圭
コ
ン

ジ
ロ
ー
マ
や
陰い
ん
け
い茎
が
ん
、

中ち
ゅ
う
い
ん
と
う

咽
頭
が
ん
、
肛
門
が
ん

の
３
種
類
の
が
ん
も
対
応

可
能
と
な
っ
た
。
性
別
に

関
わ
ら
ず
全
て
の
人
が
健

康
を
守
れ
る
観
点
か
ら
接

種
費
用
の
助
成
を
行
う
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
が

他
の
予
防
接
種
と
比
較
し

高
額
で
あ
り
、
市
単
独
で

助
成
を
す
る
こ
と
は
財
政

的
に
大
き
な
負
担
が
生
じ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
国
に
お
け
る
定

期
接
種
化
へ
の
議
論
を
注

視
し
て
い
く
。

　

Ｃ
Ｏ
²

削
減
・
気
候
危

機
打
開
の
取
り
組
み
は
緊

急
の
課
題
だ
が
、
花
巻
市

の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
化
石
燃
料
に

依
存
す
る
状
況
を
た
だ

し
、「
気
候
危
機
打
開
自
治

体
宣
言
」
を
行
い
、
市
民
運

動
を
つ
く
り
出
す
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

　

市
は
第
三
次
花
巻
市
環

境
基
本
計
画
の
別
冊
と
し

て
「
花
巻
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
を
市
環

境
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま

え
令
和
６
年
３
月
に
策

定
し
て
い
る
。
令
和
６
年

度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
実
績

に
よ
る
我
が
国
の
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
依
存
度
は
80
・

１
％
と
な
っ
て
お
り
、
依

然
と
し
て
高
い
。
「
気
候

危
機
打
開
自
治
体
宣
言
」

　

小
学
校
の
給
食
費
無
償

化
が
実
現
し
た
こ
と
は
、

中
学
校
の
無
償
化
を
は
ば

む
理
由
が
な
い
こ
と
と
考

え
る
。
直
ち
に
、
国
に
対
し

無
償
化
を
働
き
か
け
る
べ

き
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

国
は
、
令
和
８
年
４
月

か
ら
小
学
校
の
給
食
費
の

抜
本
的
な
負
担
軽
減
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
児
童

１
人
あ
た
り
月
額
５
２
０

０
円
を
基
準
額
と
し
て
支

援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

市
は
学
校
給
食
の
無
償
化

は
義
務
教
育
に
か
か
る
負

担
軽
減
の
観
点
で
行
わ
れ

る
べ
き
と
捉
え
、
中
学
校

に
お
い
て
も
早
期
に
実
施

す
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
要
望
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

■ 

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

Ｑ　Ａ　

■ 

気
候
危
機
打
開
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

■ 

中
学
校
の
給
食
費

　

無
償
化
に
つ
い
て

■ 

男
性
へ
の
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

髙
たかはし

橋　綱
こ う き

記　議員

菅
すがわら

原ゆかり　議員

　

請
求
に
あ
た
っ
て
の
開

示
請
求
文
書
に
第
三
者
に

関
す
る
情
報
が
含
ま
れ

る
場
合
は
、
当
該
第
三
者

へ
通
知
し
、
必
要
に
応
じ

意
見
を
求
め
る
。
そ
の
上

で
、
全
部
開
示
が
適
正
か
、

文
書
の
一
部
に
非
開
示
情

報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場

合
、
部
分
開
示
を
行
っ
て

い
る
。
以
上
の
判
断
に
よ

り
、
透
明
性
の
確
保
と
関

係
者
の
権
利
・
利
益
の
保

　

「
花
巻
市
情
報
公
開
条

例
」
に
基
づ
く
市
民
か
ら

の
情
報
公
開
請
求
に
お

い
て
、
公
開
範
囲
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
・
配

慮
が
行
わ
れ
て
い
る
か
伺

う
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
18

歳
以
下
の
加
入
者
負

担
、
い
わ
ゆ
る
子
ど
も
均

等
割
引
き
下
げ
に
つ
い
て

伺
う
。

　

子
ど
も
の
均
等
割
保
険

税
の
軽
減
の
対
象
年
齢
が

18

歳
ま
で
拡
大
さ
れ
る
。

条
例
を
改
正
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
子
ど
も
に
係
る

均
等
割
保
険
税
の
軽
減

は
、
子
育
て
支
援
策
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

全
国
市
長
会
に
お
い
て

も
、
国
の
制
度
に
お
け
る

軽
減
割
合
の
拡
大
に
つ
い

て
引
き
続
き
、
国
に
対
し

て
提
言
し
て
い
く
も
の
と

考
え
る
。

■ 

国
保
税
引
き
下
げ
に

　

つ
い
て

Ａ　 Ｑ　

Ｑ　Ａ　

■ 

情
報
公
開
に
つ
い
て

櫻
さくらい

井　肇
はじめ

　議員

に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い

き
た
い
。

護
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
情

報
公
開
に
努
め
て
い
る
。
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次
の
ペ
ー
ジ

３億1223万円３億1223万円

2670万円2670万円

決
算
特
別
委
員
会

決算特別委員会決算特別委員会

　
審議の様子はこちら

９月 28 日９月 29 日９月 30 日

 子育て世帯住宅取得奨励金 子育て世帯住宅取得奨励金

QQ　 令和７年度の交付実績は目標 130 件に対　 令和７年度の交付実績は目標 130 件に対

し 70 件で、 令和６年度の 80 件からも減少し 70 件で、 令和６年度の 80 件からも減少

している。 減少した要因をどう分析していしている。 減少した要因をどう分析してい

るか。るか。

AA　 令和５年度 100 件、 ６年度 80 件、 ７年度　 令和５年度 100 件、 ６年度 80 件、 ７年度

70 件と減少傾向にある。詳細な分析は行っ70 件と減少傾向にある。詳細な分析は行っ

ていないが、 近年の住宅価格高騰などがていないが、 近年の住宅価格高騰などが

住宅取得のハードルを高めていることも一住宅取得のハードルを高めていることも一

因と捉えている。因と捉えている。

 公共交通確保対策事業 公共交通確保対策事業

QQ　 石鳥谷、 大迫、 東和で予約乗合交通を　 石鳥谷、 大迫、 東和で予約乗合交通を

週３日から週５日に拡充したが、 利用者週３日から週５日に拡充したが、 利用者

数はどのように変化したか。数はどのように変化したか。

AA　 石鳥谷は 2282 人で前年度比約 20％減、　 石鳥谷は 2282 人で前年度比約 20％減、

大迫は 3378 人で６％減、 東和は 3808 人大迫は 3378 人で６％減、 東和は 3808 人

で７％増となった。 運行日数を増やしたもで７％増となった。 運行日数を増やしたも

のの、 地域ごとに利用状況には差が見らのの、 地域ごとに利用状況には差が見ら

れた。れた。

イーハトーブ花巻イーハトーブ花巻

　　　　応援寄附金推進事業　　　　応援寄附金推進事業

36億6877万円36億6877万円

QQ　 ふるさと納税に関連し、 ポータルサイトへ支　 ふるさと納税に関連し、 ポータルサイトへ支

払った費用はいくらか。 また、 寄附受入額払った費用はいくらか。 また、 寄附受入額

に対してどの程度の割合となっているか。に対してどの程度の割合となっているか。

AA　 支払額は８億 1973 万円。 内訳は広報費約　 支払額は８億 1973 万円。 内訳は広報費約

4887 万円、 決済等約 1505 万円、 事務費4887 万円、 決済等約 1505 万円、 事務費

約７億 5581 万円で、 寄附受入額に対する約７億 5581 万円で、 寄附受入額に対する

割合は 11.7％となっている。割合は 11.7％となっている。

　

令
和
７
年
度
花
巻
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な

ど
７
件
の
会
計
決
算
に
つ
い

て
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
９
月
28
日
か
ら
30
日
ま

で
の
３
日
間
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
「
令
和
７
年

度
花
巻
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
令
和

７
年
度
花
巻
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の
２
件

に
つ
い
て
は
反
対
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
、
他

の
５
件
は
全
会
一
致
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
10

月
５
日
の
本
会
議
で
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
、
反
対
の
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
委

員
会
の
決
定
ど
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
認
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
主
な
質
疑
・
答
弁

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

 決算特別委員会 決算特別委員会
令和７年度各会計決算を認定令和７年度各会計決算を認定
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3616万円3616万円 847 万円847 万円

1368万円1368万円 852万円852万円

836万円836万円

決算特別委員会決算特別委員会

QQ　 令和７年度の新規就農者は 39 人となり、　 令和７年度の新規就農者は 39 人となり、

令和６年度の 23 人から大きく増加した。 就令和６年度の 23 人から大きく増加した。 就

農形態や作目の内訳は。農形態や作目の内訳は。

AA　 39 人のうち農業法人などへの雇用就農が　 39 人のうち農業法人などへの雇用就農が

28 人、 自営就農が 11 人。 自営就農の内28 人、 自営就農が 11 人。 自営就農の内

訳は水稲３人、 野菜４人、 果樹４人となっ訳は水稲３人、 野菜４人、 果樹４人となっ

ている。ている。

担い手育成支援事業担い手育成支援事業
QQ　 高校生や一般求職者を対象とした企業　 高校生や一般求職者を対象とした企業

見学や合同説明会には 211 人が参加見学や合同説明会には 211 人が参加

した。 その後、 市内企業への就職にはした。 その後、 市内企業への就職には

どの程度つながったか。どの程度つながったか。

AA　 一般求職者向け合同説明会には 72 人　 一般求職者向け合同説明会には 72 人

が参加し、 令和８年３月末時点で 35 人が参加し、 令和８年３月末時点で 35 人

の就職が決定。 このうち 12 人が説明の就職が決定。 このうち 12 人が説明

会に出展した企業へ就職した。会に出展した企業へ就職した。

職業人材育成・確保対策事業職業人材育成・確保対策事業

QQ　 65 歳以上を対象とする 「湯のまちホッ　 65 歳以上を対象とする 「湯のまちホッ

ト交流」 は、 令和７年度にどの程度利ト交流」 は、 令和７年度にどの程度利

用されたのか。 また地域ごとの利用状用されたのか。 また地域ごとの利用状

況に大きな差はないか。況に大きな差はないか。

AA　 対象者３万 1505 人のうち申請者 9994　 対象者３万 1505 人のうち申請者 9994

人、 利用者 8579 人、 延べ利用回数は人、 利用者 8579 人、 延べ利用回数は

６万 237 回。 花巻、 大迫、 石鳥谷、 東６万 237 回。 花巻、 大迫、 石鳥谷、 東

和の各地域とも、 おおむね人口に応じ和の各地域とも、 おおむね人口に応じ

た利用状況と分析している。た利用状況と分析している。

3574万円3574万円

QQ　  介護報酬の基本報酬引き下げを受けた訪　  介護報酬の基本報酬引き下げを受けた訪

問介護事業所への市独自支援は、 市内問介護事業所への市独自支援は、 市内

のどの程度の事業所が利用したのか。のどの程度の事業所が利用したのか。

AA　  対象となる 21 事業所は市内全ての訪問介　  対象となる 21 事業所は市内全ての訪問介

護事業所であり、 全 21 事業所から申請が護事業所であり、 全 21 事業所から申請が

あった。 市では、 この申請状況から事業あった。 市では、 この申請状況から事業

が有効に活用されたものと認識している。が有効に活用されたものと認識している。

介護事業所経営支援事業介護事業所経営支援事業

食生活改善推進事業食生活改善推進事業

QQ　 食育講座 （参加 487 人） ではどのよう　 食育講座 （参加 487 人） ではどのよう

な取り組みを行い、 成果指標である 1な取り組みを行い、 成果指標である 1

日の推定塩分摂取量にどのような変化日の推定塩分摂取量にどのような変化

があったか。があったか。

AA　 女性の健康、 郷土料理、 生活リズム、　 女性の健康、 郷土料理、 生活リズム、

低栄養予防などの講座を行い、 味噌汁低栄養予防などの講座を行い、 味噌汁

の塩分測定なども実施した。 推定塩分の塩分測定なども実施した。 推定塩分

摂取量は令和６年度 9.78g から７年度摂取量は令和６年度 9.78g から７年度

9.71g へわずかに減少した。9.71g へわずかに減少した。

湯のまちホット交流事業湯のまちホット交流事業

公害防止対策事業公害防止対策事業

QQ　 悪臭に関する苦情件数を成果指標として　 悪臭に関する苦情件数を成果指標として

いるが、 令和７年度の実績 65 件をどのよいるが、 令和７年度の実績 65 件をどのよ

うに評価しているか。うに評価しているか。

AA　 悪臭防止法では、 規制基準を超えた場合　 悪臭防止法では、 規制基準を超えた場合

だけでなく、 住民の生活環境に支障が生だけでなく、 住民の生活環境に支障が生

じている場合に指導対象となる。 そのたじている場合に指導対象となる。 そのた

め、 苦情件数を把握すること自体には一め、 苦情件数を把握すること自体には一

定の意味があると捉えている。定の意味があると捉えている。
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次
の
ペ
ー
ジ

6121 万円6121 万円 5 2 3 0 万 円5 2 3 0 万 円

640万円640万円 1324万円1324万円

1610万円1610万円 ４億6911万円４億6911万円

決
算
特
別
委
員
会
、
常
任
委
員
会
等
の
活
動
報
告

決算特別委員会決算特別委員会

QQ　 令和７年度は民間宅地開発４件に 640 万円　 令和７年度は民間宅地開発４件に 640 万円

を補助した。 民間事業者への補助によって、を補助した。 民間事業者への補助によって、

どのような効果があったと捉えているか。どのような効果があったと捉えているか。

AA　 ６m 幅の道路整備を条件に補助し、 安全で　 ６m 幅の道路整備を条件に補助し、 安全で

良好な宅地開発を誘導している。 補助開始良好な宅地開発を誘導している。 補助開始

前は６m 未満の位置指定道路が約 38％だっ前は６m 未満の位置指定道路が約 38％だっ

たが、 直近３年間では 21％まで低下しておたが、 直近３年間では 21％まで低下してお

り、 狭い道路に接地する宅地の減少につなり、 狭い道路に接地する宅地の減少につな

がっている。がっている。

民間宅地開発支援事業民間宅地開発支援事業
QQ　 タイの旅行会社３社を招いて実施した視　 タイの旅行会社３社を招いて実施した視

察ツアーでは、 花巻の観光資源につい察ツアーでは、 花巻の観光資源につい

てどのような評価や課題が示されたか。てどのような評価や課題が示されたか。

　 A　 A　 自 然 の 美 し さ 、 温 泉 施 設 の 多 さ 、　 自 然 の 美 し さ 、 温 泉 施 設 の 多 さ 、

団 体 旅 行 を 受 け 入 れ ら れ る 環 境 な団 体 旅 行 を 受 け 入 れ ら れ る 環 境 な

どは高く評価された。 一方、 タイかどは高く評価された。 一方、 タイか

ら の 直 行 便 が な く 、 他 都 市 を 経 由ら の 直 行 便 が な く 、 他 都 市 を 経 由

す る た め 交 通 費 や 移 動 時 間 が か かす る た め 交 通 費 や 移 動 時 間 が か か

ることが課題として指摘された。ることが課題として指摘された。

外国人観光客誘致促進事業外国人観光客誘致促進事業

中山間地域農業支援事業中山間地域農業支援事業

QQ　 中山間地域での活動面積が 2679ha か　 中山間地域での活動面積が 2679ha か

ら 2363ha へ 316ha 減少している。 減ら 2363ha へ 316ha 減少している。 減

少した主な要因は何か。少した主な要因は何か。

AA　 国の制度が第５期から第６期対策へ移　 国の制度が第５期から第６期対策へ移

行する中で、 13 組織が活動を休止した行する中で、 13 組織が活動を休止した

ことが主な要因。 背景には、 構成員のことが主な要因。 背景には、 構成員の

高齢化や地域での担い手不足などがあ高齢化や地域での担い手不足などがあ

る。る。

 スマートアグリ推進事業 スマートアグリ推進事業

QQ　 スマート農業機器導入への支援について、　 スマート農業機器導入への支援について、

令和７年度はどのような機器が導入され、令和７年度はどのような機器が導入され、

利用実績はどの程度だったか。利用実績はどの程度だったか。

AA　 機器導入 29 件、 ドローン技能認証取得５　 機器導入 29 件、 ドローン技能認証取得５

件を支援した。 主な内訳は自動操舵システ件を支援した。 主な内訳は自動操舵システ

ム６件、 農業用ドローン９件、 ラジコン草刈ム６件、 農業用ドローン９件、 ラジコン草刈

り機３件などである。り機３件などである。

観光施設指定管理業務観光施設指定管理業務

QQ　 田瀬湖キャンプ場 ・ 釣り公園の指定管　 田瀬湖キャンプ場 ・ 釣り公園の指定管

理料は 1385 万４千円となった。 新たな理料は 1385 万４千円となった。 新たな

指定管理者による令和７年度の運営を指定管理者による令和７年度の運営を

どう評価しているか。どう評価しているか。

AA　 指定管理者変更後の初年度で、 前管　 指定管理者変更後の初年度で、 前管

理者からの引き継ぎや管理ノウハウの理者からの引き継ぎや管理ノウハウの

習得を進めた。 草刈りや芝生管理な習得を進めた。 草刈りや芝生管理な

ど、 施設の維持管理は適切に行われたど、 施設の維持管理は適切に行われた

と評価している。と評価している。

勤労者福祉向上事業勤労者福祉向上事業

QQ　 勤労者向け貸付制度では、 令和７年度から　 勤労者向け貸付制度では、 令和７年度から

教育資金に加え、 福祉資金、 移住定住支教育資金に加え、 福祉資金、 移住定住支

援資金、 空き家対策支援資金を新たに対援資金、 空き家対策支援資金を新たに対

象としたが、 利用実績はどうだったか。象としたが、 利用実績はどうだったか。

AA　 令和７年度に新設した福祉資金、 移住定住　 令和７年度に新設した福祉資金、 移住定住

支援資金、 空き家対策支援資金について支援資金、 空き家対策支援資金について

は、 いずれも利用実績はなかった。は、 いずれも利用実績はなかった。
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2 5 4 6 万 円2 5 4 6 万 円 1 9 億 4 6 0 5 万 円1 9 億 4 6 0 5 万 円

決算特別委員会決算特別委員会

QQ　 県に納める国民健康保険事業費納付金　 県に納める国民健康保険事業費納付金

は、 前年度から 4327 万５千円増え、 19は、 前年度から 4327 万５千円増え、 19

億 4605 万５千円となった。 増加した主な億 4605 万５千円となった。 増加した主な

要因は何か。要因は何か。

AA　 花巻市は県内でも 1 人当たりの医療費　 花巻市は県内でも 1 人当たりの医療費

が低く、 これまではその分、 県への納付が低く、 これまではその分、 県への納付

金が低く抑えられていた。 県が市町村ご金が低く抑えられていた。 県が市町村ご

との医療費の差を納付金に反映させないとの医療費の差を納付金に反映させない

方向へ制度を統一しているため、 医療費方向へ制度を統一しているため、 医療費

が比較的低い花巻市では納付金が増加が比較的低い花巻市では納付金が増加

した。した。

QQ　  債務整理や生活再建のための貸付は、 令　  債務整理や生活再建のための貸付は、 令

和７年度末で 52 件、 6128 万８千円となって和７年度末で 52 件、 6128 万８千円となって

いる。 貸付枠 6800 万円に対し、 利用状況いる。 貸付枠 6800 万円に対し、 利用状況

はどうなっているか。はどうなっているか。

AA　  貸付残高 6128 万８千円のうち、 新規貸付は　  貸付残高 6128 万８千円のうち、 新規貸付は

12 件、 2400 万円。 年度末時点では貸付枠12 件、 2400 万円。 年度末時点では貸付枠

6800 万円に近い利用状況だった。 償還され6800 万円に近い利用状況だった。 償還され

た分は再び貸付枠として利用できる仕組みとた分は再び貸付枠として利用できる仕組みと

なっている。なっている。

専門家相談会開設事業専門家相談会開設事業 国民健康保険事業費納付金国民健康保険事業費納付金

　（議案82） 市民の税負担が増えるため反対する。国保加入者は65歳以上が全体の53％を占め、高齢者、低所得

者が多いというのが本保険制度の特徴である。令和７年度からの国保税負担は、前年対比4900円

の増であり、現在の試算では令和11年度まで続くとされており、５年間で２万4500円の負担増で

ある。異常な物価高の中での増税は、加入者の暮らしを圧迫する。

（議案83） 医療保険制度を75歳という年齢で区分けする制度自体を是認できないため反対する。同時に、新

たに子ども・子育て支援金の負担は、年金受給者に更なる負担を強いることとなり、子育てを終え

ている被保険者にこの負担金を課することは理不尽という他ない。

【反対】櫻井　肇　委員　　議案第 82 号、83 号

討論討論

賛否が分かれた議案の審議結果

議案 82 令和７年度花巻市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案 83 令和７年度花巻市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

会派名 明和会 緑の風
はなまき

市民クラブ
会派に

所属しない 審
議
結
果議員名

新
山
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彦

畠
山
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幸
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部
美
智
子
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川
恒
雄

伊
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橋

修

小
原
保
信
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忍

葛
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徹

三
上
昌
也

北
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麿

小
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也

似
内
一
弘

小
原
雅
道

鹿
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康
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山
る
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子
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佐
々
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綱
記

菅
原
ゆ
か
り

櫻
井

肇

照
井
省
三

議案 82 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 認定

議案 83 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 認定

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。
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次
の
ペ
ー
ジ

ち
ょ
っ
と
一
言
、
議
会
の
動
き
ほ
か

 常任委員会等の活動報告  常任委員会等の活動報告 

総務常任委員会

  ◆９月 24 日（木）

　　＊協議  「委員席の指定について」

　　　　　 「今後の活動方針について」

　◆ 10 月 27 日（火）

　　＊協議  「化製場の悪臭問題について」

産業建設常任委員会
　

　◆９月 25 日（金）

　　＊協議「委員席の指定について」

　　　　　 「今後の活動方針について」

　

　◆ 10 月 27 日（木）

　　＊協議「今後の活動計画について」

議会改革推進会議
　

　◆ 10 月１日（木）

　　＊ 協議 「 花巻市議会基本条例に係る

研修会について」

　

　◆ 10 月 29 日（木）

　　＊ 協議「今後の検討事項について」

文教福祉常任委員会

  ◆９月 24 日（木）

　　＊協議「委員席の指定について」

　　　　　 「今後の活動方針について」

　

　◆ 10 月 22 日（木）

　　＊協議 「 障がいのある人もない人も

共に生きるまちづくり条例

について」

【所管事項】 

総合政策部・地域振興部・財務部・市民生活部・

総合支所・会計課・消防本部・消防署・監査委員

及び選挙管理委員会の所管に関する事項並び

に他の常任委員会の所管に属さない事項

【所管事項】

 福祉部・健康こども部・生涯学習部及び教育

委員会の所管に関する事項

【所管事項】 

農林部・商工観光部・建設部及び農業委員会の所

管に関する事項

市民の意思を市政に的確に反映させるた

め、議会改革に継続的に取り組むための協

議の場です。
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花巻市の未来へ花巻市の未来へ

ちょっと一言ちょっと一言

花巻の農業を未来につなぐ花巻の農業を未来につなぐ ふる里の田園風景いつまでもふる里の田園風景いつまでも
　

「
お
た
く
の
田
ん
ぼ

の
近
く
に
熊
が
出
た
っ

け
よ
。
」
今
年
の
６
月
、

知
人
が
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
日
は
夫
が
田
ん

ぼ
で
苗
の
補
植
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
ケ
ガ
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

田
ん
ぼ
に
は
鹿
も
来
ま

す
。

　

熊
や
鹿
、
酷
暑
に
も

め
げ
ず
、
先
週
何
と
か

稲
刈
り
を
終
え
ま
し

た
。

　

で
も
、
米
作
り
の
収

入
は
、
肥
料
代
・
農
薬
代

を
差
引
く
と
、
あ
ま
り

期
待
は
で
き
な
い
よ
う

で
す
。
ま
だ
働
け
る
の

に
米
作
り
を
や
め
て
し

ま
う
農
家
を
増
や
さ
な

い
為
に
も
、
国
に
は
何

と
か
支
援
策
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

豊
か
な
田
園
風
景
が

広
が
る
ふ
る
里
を
存
続

で
き
ま
す
よ
う
に
、
と

願
い
ま
す
。

議会中継をスマホ・議会中継をスマホ・

　　　ＰＣで視聴できます！！　　　ＰＣで視聴できます！！
　議会を傍聴に来られない方は、お持ちのスマー

トフォン・タブレットやパソコンからリアルタイ

ム視聴ができるほか、録画配信もしています。

　また、えふえむ花巻　　　　　　　　では後日、

録音した一般質問の音声を放送しています。

議会傍聴にぜひお越しを！！議会傍聴にぜひお越しを！！
【９月定例会】

  本会議の傍聴に訪れた方の延べ人数　38人

【12月定例会】

  12月４日（金）開会

　詳しい日程は、議会事務局までお問い合わせいただ

くか市議会のホームページをご覧ください。

　議会事務局　0198-41-3598（直通）

 葛
くずまき

巻　迦
か ほ

帆さん

（花巻農業高校２年）

伊
い と う

藤　利
と し こ

子さん

（大迫町亀ケ森）

 

【
広
報
特
別
委
員
会
】

　

委
員
長

　
　
　

伊
藤　

忠
宏

　

副
委
員
長

　
　
　

羽
山
る
み
子

　

委
員

　
　
　

小
笠
原
悠
太

　
　
　

三
上　

昌
也

　
　
　

畠
山　

勝
幸

　
　
　

阿
部
美
智
子

　
　
　

髙
橋　

綱
記

　
　
　

北
條　

秀
麿

　
　
　

鹿
討　

康
弘

８月３日　議員全員協議会

　　７日　令和８年第２回臨時会

９月４日　議会運営委員会

　　９日～ 10月５日　令和８年第３回定例会

　　９日　議会運営委員会

　　　　　広報特別委員会

　　18日　議会運営委員会

　　24日　総務常任委員会

　　　　　文教福祉常任委員会

　　25日　産業建設常任委員会

10月１日　広聴特別委員会

　　　　　議会改革推進会議

　　５日　議会運営委員会

　　７日　広報特別委員会

　　15日　広報特別委員会

　　20日　議会運営委員会

　　21日　広報特別委員会

　　22日　文教福祉常任委員会

　　27日　総務常任委員会

　　　　　産業建設常任委員会

　　29日　議会改革推進会議

 

自
然
豊
か
な
ま
ち
花

巻
に
は
多
く
の
農
産
物

や
食
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
が
、
農
業
の
担
い
手

不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、

若
い
人
た
ち
に
も
っ
と

農
業
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
花
巻
農

業
高
校
で
は
、
地
域
の

食
材
を
活
用
し
た
商
品

開
発
な
ど
、
農
業
や
食

に
関
わ
る
学
習
を
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
高
校

生
が
こ
う
し
た
学
習
を

と
お
し
て
農
業
の
魅
力

を
知
り
、
自
分
た
ち
か

ら
花
巻
の
食
材
や
農
業

の
良
さ
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
興
味
を
持
つ
人

を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
若
者
が

「
花
巻
で
農
業
を
し
た

い
」
と
思
う
地
域
に
す

る
こ
と
が
、
花
巻
の
農

業
の
未
来
に
つ
な
が
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

議議 のの会会 動動 ８８ 月月 ～～ 1010 月月きき

議会 YouTube も議会 YouTube も

　　　　　  ご覧ください！！　　　　　  ご覧ください！！

　市議会に係る情報や活動、定例会のお知らせな

ど、市議会の活動内容を伝える動画を配信してい

きます。

　ぜひご視聴ください！！


